
公開講演会のご案内

　慶應義塾大学では、小泉基金および文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C）「18世紀フランスの描写詩にみる感性論、自然描写、道徳論についての総合的研究」（代表・井上櫻子　課題番号17K02601））の助成を受け、以下の公開講演会を行います。
　 アラン・ジェヌティオ氏（ロレーヌ大学教授）は、17世紀のフランス詩研究の第一人者であるのみならず、『フランス文学史雑誌』（Revue d’Histoire littéraire de la France）編集長として広くフランス文学研究の発展に貢献されています。ジェヌティオ氏が2019年6月10日より3ヶ月間、京都大学客員教授として日本に滞在されるのを機に、氏を慶應義塾大学にお招きし、最近のご研究の成果をお話しいただくことにいたしました。
　事前のご連絡は不要ですので、お気軽にご参加下さい。



	
記

Alain Génetiot
(Professeur à l’Université de Lorraine)

[bookmark: _GoBack]Modernité du classicisme

日時：2019年6月26日（水）15時-17時
使用言語：フランス語
場所：慶應義塾大学三田キャンパス　研究室棟A会議室

問い合わせ先：井上　櫻子 sakurako@flet.keio.ac.jp
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